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(54)【発明の名称】 表示パネル及び表示装置

(57)【要約】
【課題】  駆動回路から有機ＥＬ素子への給電を簡単な
構成で可能とするマトリックス型の表示パネル及び表示
装置を提供する。
【解決手段】  表示パネルは、互いに平行に配置された
ｍ本の駆動線と、ｍ本の駆動線と交差するように互いに
平行に配置されたｎ本の走査線と、ｍ本の駆動線とｎ本
の走査線との各交差部分において駆動線と走査線との間
に接続され、互いに逆の極性方向にて並列接続された２
つの有機エレクトロルミネッセンス素子からなる複数の
画素部と、駆動線毎に設けられ一端が対応する駆動線に
接続されたｍ個の第１容量性素子と、走査線毎に設けら
れ一端が対応する走査線に接続されたｎ個の第２容量性
素子と、を備えている。表示装置は、発光させるべき少
なくとも１の画素部に対応する駆動線に一端が接続され
た第１容量性素子の他端から駆動交流信号を供給し、走
査指定された１の走査線に一端が接続された第２容量性
素子の他端から駆動交流信号と逆位相の走査交流信号を
供給する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに平行に配置されたｍ（ｍは２以上
の整数）本の駆動線と、
前記ｍ本の駆動線と交差するように互いに平行に配置さ
れたｎ（ｎは２以上の整数）本の走査線と、
前記ｍ本の駆動線と前記ｎ本の走査線との各交差部分に
おいて駆動線と走査線との間に接続され、互いに逆の極
性方向にて並列接続された２つの有機エレクトロルミネ
ッセンス素子からなる複数の画素部と、
前記駆動線毎に設けられ一端が対応する駆動線に接続さ
れたｍ個の第１容量性素子と、
前記走査線毎に設けられ一端が対応する走査線に接続さ
れたｎ個の第２容量性素子と、を備えたことを特徴とす
る表示パネル。
【請求項２】  前記複数の画素部はｍ×ｎ個の画素部で
あることを特徴とする請求項１の表示パネル。
【請求項３】  互いに平行に配置されたｍ（ｍは２以上
の整数）本の駆動線と、
前記ｍ本の駆動線と交差するように互いに平行に配置さ
れたｎ（ｎは２以上の整数）本の走査線と、
前記ｍ本の駆動線と前記ｎ本の走査線との各交差部分に
おいて駆動線と走査線との間に接続され、互いに逆の極
性方向にて並列接続された有機エレクトロルミネッセン
ス素子とダイオード素子とからなる複数の画素部と、
前記駆動線毎に設けられ一端が対応する駆動線に接続さ
れたｍ個の第１容量性素子と、
前記走査線毎に設けられ一端が対応する走査線に接続さ
れたｎ個の第２容量性素子と、を備えたことを特徴とす
る表示パネル。
【請求項４】  前記ダイオード素子は有機ダイオード素
子であることを特徴とする請求項３記載の表示パネル。
【請求項５】  前記複数の画素部はｍ×ｎ個の画素部で
あることを特徴とする請求項３記載の表示パネル。
【請求項６】  互いに平行に配置されたｍ（ｍは２以上
の整数）本の駆動線と、前記ｍ本の駆動線と交差するよ
うに互いに平行に配置されたｎ（ｎは２以上の整数）本
の走査線と、前記ｍ本の駆動線と前記ｎ本の走査線との
各交差部分において駆動線と走査線との間に接続され、
互いに逆の極性方向にて並列接続された２つの有機エレ
クトロルミネッセンス素子からなる複数の画素部と、前
記駆動線毎に設けられ一端が対応する駆動線に接続され
たｍ個の第１容量性素子と、前記走査線毎に設けられ一
端が対応する走査線に接続されたｎ個の第２容量性素子
と、を備えた表示パネルと、
前記ｎ本の走査線のうちの１の走査線を所定の順番に走
査指定し、前記１の走査線を指定する毎に前記１の走査
線上に位置する画素部のうちから前記発光させるべき少
なくとも１の画素部を指定する発光制御手段と、
前記発光制御手段によって指定された少なくとも１の画
素部に対応する駆動線に一端が接続された前記第１容量
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性素子の他端に駆動交流信号を供給する駆動線駆動回路
と、
前記発光制御手段によって指定された前記１の走査線に
一端が接続された前記第２容量性素子の他端に前記駆動
交流信号と逆位相の走査交流信号を供給する走査線駆動
回路と、を備えたことを特徴とする表示装置。
【請求項７】  前記駆動交流信号及び走査交流信号各々
の振幅値は前記有機エレクトロルミネッセンス素子の発
光開始電圧より低く、前記有機エレクトロルミネッセン
ス素子の発光開始電圧の半分の電圧より高いことを特徴
とする請求項６記載の表示装置。
【請求項８】  前記駆動線駆動回路は、前記駆動交流信
号の供給中において前記発光制御手段によって指定され
た少なくとも１の画素部に対応する駆動線以外の駆動線
に一端が接続された前記第１容量性素子の他端に第１所
定の電位を印加し、
前記走査線駆動回路は、前記走査交流信号の供給中にお
いて前記発光制御手段によって指定された前記１の走査
線以外の走査線に一端が接続された前記第２容量性素子
の他端に第２所定の電位を印加することを特徴とする請
求項６記載の表示装置。
【請求項９】  前記発光制御手段は前記１の画素部の発
光輝度を指定し、
前記走査線駆動回路は、前記１の走査線の走査指定中の
期間に亘って前記走査交流信号を生成し、
前記駆動線駆動回路は、前記１の走査線の走査指定中の
期間に前記駆動交流信号を前記発光制御手段によって指
定された発光輝度に応じた期間だけ生成することを特徴
とする請求項６記載の表示装置。
【請求項１０】  互いに平行に配置されたｍ（ｍは２以
上の整数）本の駆動線と、前記ｍ本の駆動線と交差する
ように互いに平行に配置されたｎ（ｎは２以上の整数）
本の走査線と、前記ｍ本の駆動線と前記ｎ本の走査線と
の各交差部分において駆動線と走査線との間に接続さ
れ、互いに逆の極性方向にて並列接続された有機エレク
トロルミネッセンス素子とダイオード素子とからなる複
数の画素部と、前記駆動線毎に設けられ一端が対応する
駆動線に接続されたｍ個の第１容量性素子と、前記走査
線毎に設けられ一端が対応する走査線に接続されたｎ個
の第２容量性素子と、を備えた表示パネルと、
前記ｎ本の走査線のうちの１の走査線を所定の順番に走
査指定し、前記１の走査線を指定する毎に前記１の走査
線上に位置する画素部のうちから前記発光させるべき少
なくとも１の画素部を指定発光制御手段と、
前記発光制御手段によって指定された少なくとも１の画
素部に対応する駆動線に一端が接続された前記第１容量
性素子の他端に駆動交流信号を供給する駆動線駆動回路
と、
前記発光制御手段によって指定された前記１の走査線に
一端が接続された前記第２容量性素子の他端に前記駆動
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交流信号と逆位相の走査交流信号を供給する走査線駆動
回路と、を備えたことを特徴とする表示装置。
【請求項１１】  前記駆動交流信号及び走査交流信号各
々の振幅値は前記有機エレクトロルミネッセンス素子の
発光開始電圧と前記ダイオード素子の導通開始電圧の和
の半分の電圧より低く、前記和の４分の１の電圧より高
いことを特徴とする請求項１０記載の表示装置。
【請求項１２】  前記駆動線駆動回路は、前記駆動交流
信号の供給中において前記発光制御手段によって指定さ
れた少なくとも１の画素部に対応する駆動線以外の駆動
線に一端が接続された前記第１容量性素子の他端に第１
所定の電位を印加し、
前記走査線駆動回路は、前記走査交流信号の供給中にお
いて前記発光制御手段によって指定された前記１の走査
線以外の走査線に一端が接続された前記第２容量性素子
の他端に第２所定の電位を印加することを特徴とする請
求項１０記載の表示装置。
【請求項１３】  前記発光制御手段は前記１の画素部の
発光輝度を指定し、前記走査線駆動回路は、前記１の走
査線の走査指定中の期間に亘って前記走査交流信号を生
成し、
前記駆動線駆動回路は、前記１の走査線の走査指定中の
期間に前記駆動交流信号を前記発光制御手段によって指
定された発光輝度に応じた期間だけ生成することを特徴
とする請求項１０記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、有機エレクトロル
ミネッセンス素子を用いた表示パネル及び表示装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】携帯電話機等の携帯端末に用いられる表
示装置としては、薄型の表示パネルが要求されている。
従来の薄型の表示パネルには液晶表示パネルが通常使用
されているが、複数の有機エレクトロルミネッセンス素
子（有機ＥＬ素子）をマトリックス状に配列して構成さ
れる表示パネルは、薄いだけでなく軽量となるので、携
帯端末用の表示装置として有望とされている。
【０００３】従来の有機ＥＬ素子を用いたマトリックス
型の表示パネルでは、一般にガラスやプラスチックフィ
ルム等の透明基板上に有機ＥＬ素子が多数敷設されてお
り、湿気や埃などの外部環境からこれらの素子を保護す
べく、酸化珪素被膜などの絶縁封止被膜でこれらの素子
を透明基板上に絶縁封止している。このため、有機ＥＬ
素子と駆動回路を接続するには、パネル上の有機ＥＬ素
子から直接に電極を引き出し、これを上記の絶縁封止被
膜の外周を通して表示パネルの外部にある駆動回路まで
引き回すことが必要となる。
【０００４】従来、絶縁封止被膜の外部に一旦接続用電
極を引き出して接続用パターンを形成し、さらにアニソ
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ルムなどの異方性導電膜を介して、外部の給電側接続パ
ターンとの電気的な接続を行う構造を採用していた。し
かしながら、このような構造では、異方性導電膜による
電気的な絶縁を形成する際に熱圧着処理を必要とするの
で表示パネルの製造工程が煩雑となる欠点があった。ま
た、かかる構造は一般的に異方性導電膜の剥離が起こり
やすく、一旦剥離が生ずると異方性導電膜の再接着が困
難であるという欠点もあった。
【０００５】また、有機ＥＬ素子からの電極の引き出し
は、表示パネルの周辺部から行われるので発光面の中心
付近において電極の接続が困難となる。このため、表示
パネルを構成する全ての有機ＥＬ素子から電極を引き出
すと、表示パネル周辺部にデッドスペースが生じてしま
い、表示パネル全体の面積を大型化させる要因ともなっ
ていた。更に、電極の引き出し部は他の封止部分より水
分の侵入に弱く内部の素子の劣化の原因となっていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】そこで、本発明の目的
は、かかる問題を解決するためになされたものであり、
駆動回路から有機ＥＬ素子への給電を簡単な構成で可能
とするマトリックス型の表示パネル及び表示装置を提供
することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の表示パネルは、
互いに平行に配置されたｍ（ｍは２以上の整数）本の駆
動線と、ｍ本の駆動線と交差するように互いに平行に配
置されたｎ（ｎは２以上の整数）本の走査線と、ｍ本の
駆動線とｎ本の走査線との各交差部分において駆動線と
走査線との間に接続され、互いに逆の極性方向にて並列
接続された２つの有機エレクトロルミネッセンス素子か
らなる複数の画素部と、駆動線毎に設けられ一端が対応
する駆動線に接続されたｍ個の第１容量性素子と、走査
線毎に設けられ一端が対応する走査線に接続されたｎ個
の第２容量性素子と、を備えたことを特徴としている。
【０００８】また、本発明の表示パネルは、互いに平行
に配置されたｍ（ｍは２以上の整数）本の駆動線と、ｍ
本の駆動線と交差するように互いに平行に配置されたｎ
（ｎは２以上の整数）本の走査線と、ｍ本の駆動線とｎ
本の走査線との各交差部分において駆動線と走査線との
間に接続され、互いに逆の極性方向にて並列接続された
有機エレクトロルミネッセンス素子とダイオード素子と
からなる複数の画素部と、駆動線毎に設けられ一端が対
応する駆動線に接続されたｍ個の第１容量性素子と、走
査線毎に設けられ一端が対応する走査線に接続されたｎ
個の第２容量性素子と、を備えたことを特徴としてい
る。
【０００９】本発明の表示装置は、互いに平行に配置さ
れたｍ（ｍは２以上の整数）本の駆動線と、ｍ本の駆動
線と交差するように互いに平行に配置されたｎ（ｎは２
以上の整数）本の走査線と、ｍ本の駆動線とｎ本の走査
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線との各交差部分において駆動線と走査線との間に接続
され、互いに逆の極性方向にて並列接続された２つの有
機エレクトロルミネッセンス素子からなる複数の画素部
と、駆動線毎に設けられ一端が対応する駆動線に接続さ
れたｍ個の第１容量性素子と、走査線毎に設けられ一端
が対応する走査線に接続されたｎ個の第２容量性素子
と、を備えた表示パネルと、ｎ本の走査線のうちの１の
走査線を所定の順番に走査指定し、１の走査線を指定す
る毎に１の走査線上に位置する画素部のうちから発光さ
せるべき少なくとも１の画素部を指定発光制御手段と、
発光制御手段によって指定された少なくとも１の画素部
に対応する駆動線に一端が接続された第１容量性素子の
他端に駆動交流信号を供給する駆動線駆動回路と、発光
制御手段によって指定された１の走査線に一端が接続さ
れた第２容量性素子の他端に駆動交流信号と逆位相の走
査交流信号を供給する走査線駆動回路と、を備えたこと
を特徴としている。
【００１０】また、本発明の表示装置は、互いに平行に
配置されたｍ（ｍは２以上の整数）本の駆動線と、ｍ本
の駆動線と交差するように互いに平行に配置されたｎ
（ｎは２以上の整数）本の走査線と、ｍ本の駆動線とｎ
本の走査線との各交差部分において駆動線と走査線との
間に接続され、互いに逆の極性方向にて並列接続された
有機エレクトロルミネッセンス素子とダイオード素子と
からなる複数の画素部と、駆動線毎に設けられ一端が対
応する駆動線に接続されたｍ個の第１容量性素子と、走
査線毎に設けられ一端が対応する走査線に接続されたｎ
個の第２容量性素子と、を備えた表示パネルと、ｎ本の
走査線のうちの１の走査線を所定の順番に走査指定し、
１の走査線を指定する毎に１の走査線上に位置する画素
部のうちから発光させるべき少なくとも１の画素部を指
定発光制御手段と、発光制御手段によって指定された少
なくとも１の画素部に対応する駆動線に一端が接続され
た第１容量性素子の他端に駆動交流信号を供給する駆動
線駆動回路と、発光制御手段によって指定された１の走
査線に一端が接続された第２容量性素子の他端に駆動交
流信号と逆位相の走査交流信号を供給する走査線駆動回
路と、を備えたことを特徴としている。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施例を図面を参
照しつつ詳細に説明する。図１は本発明による表示装置
を示している。この表示装置は、表示パネル１と、表示
制御回路２と、駆動線駆動回路３と、走査線駆動回路４
と，クロック信号発生回路５とを備えている。表示パネ
ル１は各々が平行に配置された複数の駆動線Ａ１～Ａｍ
（ｍは２以上の整数）と複数の走査線Ｂ１～Ｂｎ（ｎは
２以上の整数）とを備えている。複数の駆動線Ａ１～Ａ
ｍと複数の走査線Ｂ１～Ｂｎとは互いに交差している。
複数の駆動線Ａ１～Ａｍと複数の走査線Ｂ１～Ｂｎとの
交差位置各々に画素部ＰＬ

1,1
～ＰＬ

m,n
が配置され、マ

6
トリックス表示パネルが形成されている。
【００１２】複数の画素部ＰＬ

1,1
～ＰＬ

m,n
各々は２つ

の有機ＥＬ素子（有機エレクトロルミネッセンス素子）
ＥＬ１

1,1
～ＥＬ１

m,n
，ＥＬ２

1,1
～ＥＬ２

m,n
を備えて

いる。ＥＬ１
1,1
～ＥＬ１

m,n
，ＥＬ２

1,1
～ＥＬ２

m,n
は

駆動線Ａ１～Ａｍと走査線Ｂ１～Ｂｎとの間において互
いに並列に接続されている。その並列接続では有機ＥＬ
素子ＥＬ１

1,1
～ＥＬ１

m,n
，ＥＬ２

1,1
～ＥＬ２

m,n
は互

いに逆極性にされている。有機ＥＬ素子ＥＬ１
1,1
，Ｅ

Ｌ２
1,1
について具体的に説明すると、有機ＥＬ素子Ｅ

Ｌ１
1,1
のアノードと有機ＥＬ素子ＥＬ２

1,1
のカソード

とが駆動線Ａ１に共通接続され、有機ＥＬ素子ＥＬ１

1,1
のカソードと有機ＥＬ素子ＥＬ２

1,1
のアノードとが

走査線Ｂ１に共通接続されている。他の有機ＥＬ素子Ｅ
Ｌ１

1,2
～ＥＬ１

m,n
，ＥＬ２

1,2
～ＥＬ２

m,n
についても

同様である。
【００１３】表示パネル１において、駆動線Ａ１～Ａｍ
は駆動線駆動回路３とコンデンサＣａ１～Ｃａｍを介し
て接続されている。走査線Ｂ１～Ｂｎは走査線駆動回路
４とコンデンサＣｂ１～Ｃｂｎを介して接続されてい
る。表示制御回路２はＣＰＵからなり、入力画像データ
に応じた画像を表示パネル１に線順次走査方式で表示さ
せるための制御を行う。その制御のために所定の走査タ
イミングに同期して走査線駆動回路４に走査指令を発
し、同時に駆動線駆動回路３に対しては駆動指令を発す
る。駆動指令は１つ走査ラインに対応したデータであ
り、ｍ×ｉビットからなる。すなわち、ｍは駆動線数に
対応し、１画素の発光輝度をｉビット（例えば、４ビッ
ト）で表している。ｉビットのうち「１」を示すビット
があるならば、その画素は発光駆動であり、ｉビット全
てが「０」を示すならば、その画素は非発光である。走
査指令によって走査ラインが進む毎に入力画像データに
応じて駆動指令の内容が変化する。
【００１４】クロック信号発生回路５は互いに逆位相の
関係にある２つのクロック信号を発生する。そのクロッ
ク信号の周波数は例えば、１ＭＨｚである。正相のクロ
ック信号は駆動線駆動回路３に供給され、逆相のクロッ
ク信号は走査線駆動回路４に供給される。駆動線駆動回
路３にはｍ個の駆動電圧発生回路３

1
～３

m
が設けられて

いる。駆動電圧発生回路３
1
～３

m
各々にはクロック信号

発生回路５から正相のクロック信号が供給されると共に
表示制御回路２から駆動指令の対応のｉビットが供給さ
れる。駆動電圧発生回路３

1
～３

m
各々はその対応のｉビ

ットが全て「０」ならば電圧Ｖref(０Ｖ)を出力し、対
応のｉビット中に「１」を示すビットを含むならば正相
クロック信号に同期して電圧＋Ｖｐ，－Ｖｐが交互に現
れる方形状の駆動交流信号を出力する。
【００１５】走査線駆動回路４にはｎ個の走査電圧発生
回路４

1
～４

n
が設けられている。走査電圧発生回路４

1

～４
n
各々にはクロック信号発生回路５から逆相のクロ
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7
ック信号が供給されると共に表示制御回路２から走査指
令が供給される。走査電圧発生回路４

1
～４

n
は走査線Ｂ

１～Ｂｎのうちから走査ラインを定めるために走査指令
に応じて予め定められた順番にて指定される。指定され
た１の走査電圧発生回路に対応した走査線がそのときの
走査ラインである。１の走査電圧発生回路は逆相クロッ
ク信号に同期して電圧＋Ｖｐ，－Ｖｐが交互に現れる方
形状の走査交流信号を出力する。１の走査電圧発生回路
以外の残りの走査電圧発生回路は電圧Ｖrefを出力す
る。
【００１６】駆動電圧発生回路３

1
～３

m
からいずれかか

ら出力される駆動交流信号は走査電圧発生回路４
1
～４

n

のいずれか１から出力される走査交流信号とは互いに逆
位相の関係にある。すなわち、駆動交流信号が電圧＋Ｖ
ｐであるとき走査交流信号の電圧は－Ｖｐであり、駆動
交流信号が電圧－Ｖｐであるとき走査交流信号の電圧は
＋Ｖｐである。
【００１７】交流信号の電圧Ｖｐは、有機ＥＬ素子ＥＬ
１

1,1
～ＥＬ１

m,n
，ＥＬ２

1,1
～ＥＬ２

m,n
各々の発光開

始電圧Ｖthより低く、Ｖth／２より高い。２ＶｐはＶth
より高い電圧である。すなわち、Ｖth／２＜Ｖｐ＜Ｖth
である。かかる構成の表示装置においては、入力画像デ
ータに応じて例えば、画素部ＰＬ

1,1
の発光が指定され

る場合には、走査電圧発生回路４
1
が表示制御回路２か

らの走査指令によって活性化されるときにそれに同期し
て表示制御回路２からの駆動指令によって駆動電圧発生
回路３

1
が活性化される。駆動電圧発生回路３

1
から図２

に示す如き駆動交流信号がコンデンサＣａ１を介して駆
動線Ａ１に供給され、走査電圧発生回路４

1
から図２に

示す如き走査交流信号がコンデンサＣｂ１を介して走査
線Ｂ１に供給される。駆動交流信号と走査交流信号とは
互いに逆位相であるので、駆動交流信号が＋Ｖｐである
ときには走査交流信号は－Ｖｐである。コンデンサＣａ
１、ＥＬ素子ＥＬ１

1,1
，ＥＬ２

1,1
及びコンデンサＣｂ

１からなる直列回路には電圧２Ｖｐが印加される。直列
回路のコンデンサＣａ１側がプラスであり、コンデンサ
Ｃｂ１側がマイナスである。電圧２Ｖｐは発光開始電圧
Ｖthより高いので、駆動電圧発生回路３

1
から電流がコ

ンデンサＣａ１、ＥＬ素子ＥＬ１
1,1
のアノード・カソ

ード間及びコンデンサＣｂ１を介して走査電圧発生回路
４

1
に流れ込む。これによりＥＬ素子ＥＬ１

1,1
が発光す

る。ＥＬ素子ＥＬ１
1,1
を発光させる発光電流が流れる

ことにより、コンデンサＣａ１及びコンデンサＣｂ１を
充電させることになる。コンデンサＣａ１及びコンデン
サＣｂ１の電荷の蓄積は徐々に増える。かかる動作はク
ロック信号の半周期における第１発光動作である。
【００１８】一方、駆動交流信号が－Ｖｐであるときに
は走査交流信号は＋Ｖｐである。コンデンサＣａ１、Ｅ
Ｌ素子ＥＬ１

1,1
，ＥＬ２

1,1
及びコンデンサＣｂ１から

なる直列回路には電圧２Ｖｐが印加される。直列回路の

8
コンデンサＣａ１側がマイナスであり、コンデンサＣｂ
１側がプラスである。よって、走査電圧発生回路４

1
か

ら電流がコンデンサＣｂ１、ＥＬ素子ＥＬ２
1,1
のアノ

ード・カソード間及びコンデンサＣａ１を介して駆動電
圧発生回路３

1
に流れ込む。これによりＥＬ素子ＥＬ２

1,1
が発光する。ＥＬ素子ＥＬ１

1,1
を発光させる発光電

流が流れることにより、コンデンサＣａ１及びコンデン
サＣｂ１の蓄積電荷を徐々に放電させ逆極性で充電させ
ることになる。コンデンサＣａ１及びコンデンサＣｂ１
の電荷の蓄積は徐々に増える。かかる動作はクロック信
号の残りの半周期における第２発光動作である。
【００１９】よって、クロック信号の周波数に応じて第
１発光動作と第２発光動作とが交互に繰り返されるの
で、画素部ＰＬ

1,1
としては発光し続けることになる。

このように画素部ＰＬ
1,1
だけの発光が指定されている

場合には、第１発光動作の期間中には駆動電圧発生回路
３
2
～３

m
からは０Ｖの電圧Ｖrefが出力される。このと

きには上記したように走査線Ｂ１には走査電圧発生回路
４
1
から走査交流信号がコンデンサＣｂ１を介して供給

される。走査線Ｂ１上の例えば、画素部ＰＬ
2,1
につい

て説明すると、走査交流信号が－Ｖｐとなるので、コン
デンサＣａ２、ＥＬ素子ＥＬ１

2,1
，ＥＬ２

2,1
及びコン

デンサＣｂ１からなる直列回路には電圧Ｖｐが印加され
る。直列回路のコンデンサＣａ２側がプラスであり、コ
ンデンサＣｂ１側がマイナスである。電圧Ｖｐは発光開
始電圧Ｖthより低いので、駆動電圧発生回路３

2
から電

流がコンデンサＣａ２、ＥＬ素子ＥＬ１
2,1
のアノード

・カソード間及びコンデンサＣｂ１を介して走査電圧発
生回路４

1
に流れ込むが、ＥＬ素子ＥＬ１

2,1
は発光しな

い。ＥＬ素子ＥＬ２
2,1
には電流が流れないのでそれは

当然発光しない。一方、第２発光動作の期間中には走査
交流信号が＋Ｖｐであるので、コンデンサＣａ２、ＥＬ
素子ＥＬ１

2,1
，ＥＬ２

2,1
及びコンデンサＣｂ１からな

る直列回路には電圧Ｖｐが印加される。直列回路のコン
デンサＣａ２側がマイナスであり、コンデンサＣｂ１側
がプラスである。走査電圧発生回路４

1
から電流がコン

デンサＣｂ１、ＥＬ素子ＥＬ２
2,1
のアノード・カソー

ド間及びコンデンサＣａ２を介して駆動電圧発生回路３

2
に流れ込むが、ＥＬ素子ＥＬ２

2,1
は発光しない。ＥＬ

素子ＥＬ１
2,1
には電流が流れないのでそれは発光しな

い。走査線Ｂ１上の例えば、画素部ＰＬ
3,1
～ＰＬ

m,1
に

ついても同様である。
【００２０】また、同様に画素部ＰＬ

1,1
だけの発光が

指定されている場合には、第１発光動作の期間中には走
査電圧発生回路４

2
～４

n
からは０Ｖの電圧Ｖrefが出力

される。このときには上記したように駆動線Ａ１には駆
動電圧発生回路３

1
から駆動交流信号がコンデンサＣａ

１を介して供給される。駆動線Ａ１上の例えば、画素部
ＰＬ

1,2
について説明すると、駆動交流信号が＋Ｖｐと

なるので、コンデンサＣａ１、ＥＬ素子ＥＬ１
1,2
，Ｅ
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Ｌ２

1,2
及びコンデンサＣｂ２からなる直列回路には電

圧Ｖｐが印加される。直列回路のコンデンサＣａ１側が
プラスであり、コンデンサＣｂ２側がマイナスである。
電圧Ｖｐは発光開始電圧Ｖthより低いので、駆動電圧発
生回路３

1
から電流がコンデンサＣａ１、ＥＬ素子ＥＬ

１
1,2
のアノード・カソード間及びコンデンサＣｂ２を

介して走査電圧発生回路４
2
に流れ込むが、ＥＬ素子Ｅ

Ｌ１
1,2
は発光しない。ＥＬ素子ＥＬ２

1,2
には電流が流

れないのでそれも当然発光しない。一方、第２発光動作
の期間中には駆動交流信号が－Ｖｐであるので、コンデ
ンサＣａ１、ＥＬ素子ＥＬ１

1,2
，ＥＬ２

1,2
及びコンデ

ンサＣｂ２からなる直列回路には電圧Ｖｐが印加され
る。直列回路のコンデンサＣａ１側がマイナスであり、
コンデンサＣｂ２側がプラスである。走査電圧発生回路
４

2
から電流がコンデンサＣｂ２、ＥＬ素子ＥＬ２

2,1
の

アノード・カソード間及びコンデンサＣａ１を介して駆
動電圧発生回路３

2
に流れ込むが、ＥＬ素子ＥＬ２

2,1
は

発光しない。ＥＬ素子ＥＬ１
2,1
には電流が流れないの

でそれも発光しない。駆動線Ａ１上の例えば、画素部Ｐ
Ｌ

1,3
～ＰＬ

1,n
についても同様である。

【００２１】表示パネル１の画素部ＰＬ
1,1
～ＰＬ

m,1
及

びＰＬ
1,2
～ＰＬ

1,n
を除く画素部については、駆動電圧

発生回路３
2
～３

m
及び走査電圧発生回路４

2
～４

n
から０

Ｖの電圧Ｖrefが各々出力されるので、画素部ＰＬ
1,1
～

ＰＬ
m,1
及びＰＬ

1,2
～ＰＬ

1,n
を除く画素部各々の両端

は同電位となり、その内部のＥＬ素子は発光しない。な
お、上記した実施例においては、駆動電圧発生回路３

1

～３
m
の各々は電圧＋Ｖｐ，－Ｖｐが交互に現れる駆動

交流信号を発生し、同様に走査電圧発生回路４
1
～４

n
の

各々は電圧＋Ｖｐ，－Ｖｐが交互に現れる走査交流信号
を発生するが、＋Ｖｐ，－Ｖｐのように対称関係の電圧
である必要はない。例えば、電圧ＶａとＶｂとが交互に
現れる駆動交流信号及び走査交流信号とした場合には、
Ｖａ＞Ｖｂならば、Ｖａ－Ｖｂが発光開始電圧Ｖthより
高く、(Ｖａ－Ｖｂ)／２が発光開始電圧Ｖthより低けれ
ば良い。電圧Ｖrefも実施例のように０Ｖではある必要
はなく、Ｖａ－Ｖref＜ＶthでＶref－Ｖｂ＜Ｖthを満足
する直流電圧であれば良い。
【００２２】図３は、図１の装置中の表示パネル１の画
素部ＰＬ

1,1
及びコンデンサＣａ１，Ｃｂ１の部分の構

造を示している。図３において、画素部ＰＬ
1,1
及びコ

ンデンサＣａ１，Ｃｂ１は誘導電極側基板１０とパネル
側透明基板２０と間に形成されている。誘導電極側基板
１０は、例えば、プラスチック等の高分子材料から形成
された絶縁基板であり、基板１０内には２つの誘導電極
１１ａ，１１ｂが埋設されている。誘導電極１１ａは、
後述の金属電極２２ａとコンデンサＣａ１を形成し、接
続線１２を介して駆動電圧発生回路３

1
と接続されてい

る。誘導電極１１ｂは、後述の金属電極２２ｂとコンデ
ンサＣｂ１を形成し、接続線１３を介して走査電圧発生

10
回路４

1
と接続されている。

【００２３】パネル側透明基板２０は、例えば、ポリカ
ーボネートやポリエーテルスルホンなどの高分子（プラ
スチック）フィルムや、ガラスなどを材料として形成さ
れた透明基板である。パネル側透明基板２０上に画素部
ＰＬ

1,1
～ＰＬ

m,n
が形成されるが、図３では画素部ＰＬ

1,1
だけを示している。有機ＥＬ素子ＥＬ１

1,1
は、透明

電極２４ａと金属電極２２ａとが有機機能層２３ａを挟
持する構造となっている。ここで、有機機能層とは、発
光層のみの単一層構造、又は有機正孔輸送層と発光層か
ら成る２層構造、或いは有機正孔輸送層と発光層及び有
機電子輸送層から成る３層構造、さらには、これらの適
当な層間に電子又は正孔の注入層やキャリアブロック層
を挿入した複数の層からなる積層構造体を言う。
【００２４】透明電極２４ａは、例えば、インジウム・
錫酸化物（ＩＴＯ）などのインジウム系列の酸化物を材
料とした光透過性を有する電極であり、有機ＥＬ素子Ｅ
Ｌ１

1,1
のアノード（陽極）となる。一方、金属電極２

２ａは、アルミニウム等の金属から成り有機ＥＬ素子の
カソード（陰極）として機能する。有機機能層２３ａ
は、かかる上下の電極からの給電により励起されると発
光現象を呈し、この発光は透明電極２４ａ及び透明基板
２０を透過して表示パネルの外部に放射される。
【００２５】有機ＥＬ素子ＥＬ２

1,1
は、有機ＥＬ素子

ＥＬ１
1,1
と同様に、金属電極２２ｂ、有機機能層２３

ｂ及び透明電極２４ｂから構成されている。金属電極２
２ａと透明電極２４ｂとの間及び金属電極２２ｂと透明
電極２４ａとの間は接続線２５で個別に接続されてい
る。また、有機ＥＬ素子対の全体を覆う形でＳｉＯＮや
ＳｉＯｘなどの酸化珪素層から成る絶縁封止被膜２１を
設け、有機ＥＬ素子対を透明基板２０の上に完全に気密
封止している。すなわちり、有機ＥＬ素子の電極を絶縁
封止被膜２１を通して外部に引き出してはいない。この
ため、パネル側透明基板２０に対する絶縁封止被膜２１
の形成処理が容易となり、また、絶縁封止処理の信頼性
も向上する。
【００２６】なお、表示パネル１の走査線Ｂ１上の画素
部ＰＬ

1,1
～ＰＬ

m,1
及び駆動線Ａ１上の画素部ＰＬ

1,2

～ＰＬ
1,n
だけに１又は２の誘導電極が設けられてい

る。図４は本発明の他の実施例を示している。図４にお
いて、図１の表示装置と同一部分は同一符号を用いて示
している。図４の表示装置においては、複数の画素部Ｐ
Ｌ
1,1
～ＰＬ

m,n
各々は有機ＥＬ素子ＥＬ

1,1
～ＥＬ

m,n
と

ダイオード素子Ｄ
1,1
～Ｄ

m,n
とを備えている。この複数

の画素部ＰＬ
1,1
～ＰＬ

m,n
部分の構成が図１の表示装置

と異なる。ダイオード素子Ｄ
1,1
～Ｄ

m,n
は通常のダイオ

ード素子でも良いし、有機ダイオード素子でも良い。
【００２７】有機ＥＬ素子ＥＬ

1,1
～ＥＬ

m,n
とダイオー

ド素子Ｄ
1,1
～Ｄ

m,n
とは駆動線Ａ１～Ａｍと走査線Ｂ１

～Ｂｎとの間において互いに並列に接続されている。そ
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11
の並列接続では有機ＥＬ素子ＥＬ

1,1
～ＥＬ

m,n
とダイオ

ード素子Ｄ
1,1
～Ｄ

m,n
とは互いに逆極性にされている。

有機ＥＬ素子ＥＬ
1,1
，ダイオード素子Ｄ

1,1
について具

体的に説明すると、有機ＥＬ素子ＥＬ
1,1
のアノードと

ダイオード素子Ｄ
1,1
のカソードとが駆動線Ａ１に共通

接続され、有機ＥＬ素子ＥＬ
1,1
のカソードとダイオー

ド素子Ｄ
1,1
のアノードとが走査線Ｂ１に共通接続され

ている。他の有機ＥＬ素子ＥＬ
1,2
～ＥＬ

m,n
とダイオー

ド素子Ｄ
1,2
～Ｄ

m,n
についても同様である。

【００２８】駆動電圧発生回路３
1
～３

m
からは駆動交流

信号が出力され、走査電圧発生回路４
1
～４

n
から走査交

流信号が出力されることは図１の表示装置と同一であ
る。その交流信号の電圧Ｖｐと、有機ＥＬ素子ＥＬ

1,1

～ＥＬ
m,n
の発光開始電圧Ｖthとダイオードのオン時の

順方向電圧Ｖｆとの関係はＶｘ＝(Ｖth＋Ｖｆ)／２とす
ると、Ｖｘ／２＜Ｖｐ＜Ｖｘである。
【００２９】かかる構成の図４の表示装置においては、
入力画像データに応じて例えば、画素部ＰＬ

1,1
の発光

が指定される場合には、走査電圧発生回路４
1
が表示制

御回路２からの走査指令によって活性化されるときにそ
れに同期して表示制御回路２からの駆動指令によって駆
動電圧発生回路３

1
が活性化される。駆動電圧発生回路

３
1
から駆動交流信号がコンデンサＣａ１を介して駆動

線Ａ１に供給され、走査電圧発生回路４
1
から走査交流

信号がコンデンサＣｂ１を介して走査線Ｂ１に供給され
る。駆動交流信号と走査交流信号とは互いに逆位相であ
るので、駆動交流信号が＋Ｖｐであるときには走査交流
信号は－Ｖｐである。コンデンサＣａ１、ＥＬ素子ＥＬ

1,1
、ダイオード素子Ｄ

1,1
及びコンデンサＣｂ１からな

る直列回路には電圧２Ｖｐが印加される。直列回路のコ
ンデンサＣａ１側がプラスであり、コンデンサＣｂ１側
がマイナスである。電圧２Ｖｐは発光開始電圧Ｖthより
高いので、駆動電圧発生回路３

1
から電流がコンデンサ

Ｃａ１、ＥＬ素子ＥＬ
1,1
のアノード・カソード間及び

コンデンサＣｂ１を介して走査電圧発生回路４
1
に流れ

込む。これによりＥＬ素子ＥＬ
1,1
が発光する。ＥＬ素

子ＥＬ
1,1
を発光させる発光電流が流れることにより、

コンデンサＣａ１及びコンデンサＣｂ１を充電させるこ
とになる。コンデンサＣａ１及びコンデンサＣｂ１の電
荷の蓄積は徐々に増える。かかる動作はクロック信号の
半周期における発光動作である。
【００３０】一方、駆動交流信号が－Ｖｐであるときに
は走査交流信号は＋Ｖｐである。コンデンサＣａ１、Ｅ
Ｌ素子ＥＬ

1,1
、ダイオード素子Ｄ

1,1
及びコンデンサＣ

ｂ１からなる直列回路には電圧２Ｖｐが印加される。直
列回路のコンデンサＣａ１側がマイナスであり、コンデ
ンサＣｂ１側がプラスである。よって、走査電圧発生回
路４

1
から電流がコンデンサＣｂ１、ダイオード素子Ｄ

1,1
のアノード・カソード間及びコンデンサＣａ１を介

して駆動電圧発生回路３
1
に流れ込む。この電流によ *

12
*り、コンデンサＣａ１及びコンデンサＣｂ１の蓄積電荷
が徐々に放電され逆極性で充電されることになる。コン
デンサＣａ１及びコンデンサＣｂ１の電荷の蓄積は徐々
に増える。この動作はクロック信号の残り半周期の非発
光動作である。
【００３１】よって、クロック信号の周波数に応じて発
光動作と非発光動作とが交互に繰り返されるので、クロ
ック信号の周波数が高いならば画素部ＰＬ

1,1
は外面的

には発光し続けることになる。このように画素部ＰＬ

1,1
だけの発光が指定されている場合には、画素部ＰＬ

1

,1
以外の画素部のＥＬ素子には発光開始電圧Ｖthより高
い電圧が印加されず、画素部ＰＬ

1,1
以外の画素部のＥ

Ｌ素子は発光しない。これについての具体的な説明は図
１の表示装置の場合と同様であるので、ここでの説明は
省略する。
【００３２】上記した各実施例において、表示パネル１
の各画素の発光輝度は、１走査ライン（走査線）につい
ての走査期間における駆動交流信号の期間によって制御
される。すなわち、走査交流信号は各走査期間において
図５(a)に示すようにＫ周期分の生成され、それに対
し、駆動交流信号は例えば、駆動電圧発生回路３

1
から

は図５(b)に示すように輝度レベルＬ１に応じたＫ１周
期分、駆動電圧発生回路３

2
からは図５(c)に示すように

輝度レベルＬ２に応じたＫ２周期分の長さだけ生成され
る。輝度レベルは駆動指令の１画素に対するｉビットが
示す値である。
【００３３】なお、上記した実施例においては、駆動交
流信号及び走査交流信号は方形波であるが、正弦波や三
角波等の波形であっても良い。また、図４に示した実施
例においては、有機ＥＬ素子ＥＬ

1,1
～ＥＬ

m,n
のアノー

ド及びダイオード素子Ｄ
1,1
～Ｄ

m,n
のカソードが走査線

に接続され、有機ＥＬ素子ＥＬ
1,1
～ＥＬ

m,n
のカソード

及びダイオード素子Ｄ
1,1
～Ｄ

m,n
のアノードが駆動線に

接続されても良い。
【００３４】更に、上記した各実施例においては、表示
パネル１にｍ×ｎ個の画素部ＰＬ

1,1
～ＰＬ

m,n
が備えら

れているが、本発明はｍ×ｎ個の画素部全てが備えられ
ていない表示パネルでも良い。
【００３５】
【発明の効果】以上の如く、本発明によれば、各駆動回
路から有機ＥＬ素子への給電が簡単な構成で可能とな
る。表示パネルにおいては駆動回路との接続端子数が少
なくて済み、電極占有面積を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】駆動交流信号及び走査交流信号各々の波形を示
す図である。
【図３】図１の装置中の表示パネルの一部の構造を示す
図である。
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【図４】本発明を適用した表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図５】表示装置の輝度階調駆動の方法を示す図であ
る。
【符号の説明】
１  表示パネル
２  表示制御回路
３  駆動線駆動回路 *

14
*３

1
～３

m
  駆動電圧発生回路

４  走査線駆動回路
４
1
～４

n
  走査電圧発生回路

ＰＬ
1,1
～ＰＬ

m,n
  画素部

ＥＬ
1,1
～ＥＬ

m,n
，ＥＬ１

1,1
～ＥＬ１

m,n
，ＥＬ２

1,1

～ＥＬ２
m,n

  有機ＥＬ素子
Ｄ
1,1
～Ｄ

m,n
  ダイオード素子

【図２】 【図３】

【図５】
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【図１】
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